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何 公爵の 旧領 地とば かり、 詳細い 事 は 言われない、 

侯伯 子 男の 新 華族 を 沢山 出した だけに、 同じく 維新の 

風雲に 会しながら も 妙な 機 から 雲梯 をす ベ リ 落ちて、 

遂に は 男爵 どころ か 県知事の 椅子 一 にも 有つ き 得ず、 

空しく 故郷に 引 込んで 老朽 ちんと する 人物 も少く はな 

い、 こういう 人物に 限ぎ つて 変物で ある、 頑固で ある 

片意地で ある、 尊大で ある、 富 岡 先生 も その 一 人た る 

を 失な わない。 

富 岡 先生、 と 言えば そ の 界隈 で 知ら ぬ 者の ない ばか 



りで なく、 恐らく 東京に 住む 侯伯 子 男の 方々 の 中に も、 

やつ まゆ 

「ゥン 彼奴 か」 と 直ぐ 御 承知の、 そして 眉 を ひそめら る 

る 者 も 随分 あるら しい 程の 知名な 老人で ある。 

さて 然 らば 先生 は 故郷で 何 を 為て いたかと いうに、 

親族が 世話 するとい うの も 拒んで、 広い 田の 中の 一軒 

屋の、 lil 間ば かり ある を、 何々 塾と 名け、 近郷の 青年 

七 八 名 を 集めて、 漢学の 教授 をして いた、 一人の 末子 

を 対 手に 一 人の 老僕に 家事 を 任 かして。 

ま む つなな つ 

この 一 人の 末子 は 梅 子と いう 未だ 六 七 の 頃から 珍 

き：：：' ょラょ 

らしい 容貌 佳し で、 年頃に なれば 非常の 美人になる だ 

ろうと 衆人から 噂され ていた 娘で あるが、 果して そ 



ごと ますます 

の 通りで、 年の 行く 毎に 益々 美しく 成る、 十七の 春 も 

空しく 過ぎて 十八の 夏の 末、 東京なら ば 学校の 新学期 

の 初 まる も 遠く はない という 時分の こと、 法学士 

おおって いじろう 

大津定 一 一郎が 帰省した。 

富 岡 先生の 何々 塾から 出て ( 無論 小学校に 通いな が 

ら 漢学 を 学び) 遂に 大学まで 卒業した 者が その 頃 三 名 

ある、 この 三人と も 梅 子 嬢 は 乃公の 者と 自分で 決定て 

いたらし いこと は 略 世間で も 嗅ぎつ けて いた 事実で、 

これに は 誰も 異議が なく、 但し 三人の 中 何人が 遂に 梅 

子 嬢 を 連れて 東京に 帰り 得る かと、 他所ながら 指を啣 

えて 見物して いる 青年 も少 くはなかった。 



法学士 大津定 ニ郎が 帰省した。 彼 は 三人の 一 人で あ 

いせい あざ 

る。 何 峠から 以西、 何 川辺までの、 何 町、 何 村、 字 何 

の 何とい ぅ処々 の 家の、 種々 の 雑談に 一 つ 新しい 興味 

あ る 問題が 加わ つた。 ％^ 々大津 の 息子 はお 梅さん を 貰 

いに 帰った のだろう、 甘く 行けば 後 の 高山の 文さん と 

長 谷川の 息子が 失望す るだろう、 何に 田舎で こそお 梅 

さん は 美人 じ やが 東京に 行けば あの 位の 女 は 沢山に あ 

ります から 後の 二人 だ つ てお 梅さん ばかり 狙うても お 

らんよ、 など 厄 鬼に なりて 討論す る 婦人 連 もあった。 

或 日の 夕暮、 一 人の 若い 品の il い 洋服の 紳士が 富 岡 

たち ど しき うかが 

先生の 家の 前え に 停止 まって、 頻リと 内の 様子 を 窺 つ 



「ゥ ー ン三輔 のこと か、 そうか、 三輔 なら 三輔と 早く 

言えば 可え に。 時に 三輔は 達者 かナ」 

「相 変らず 元気で 御座います」 

「フンそう か、 それ は 結構 じ や、 狂 之 助 は？」 

「御 丈夫の ようで 御座います」 

「そうか、 今度 逢ったら 乃公が 宜く 言 つたと 言 つと く 

れ！」 

「承知 致しました」 

こうしゃく づ ら 

「ちっと 手紙で もよ こせと 言え。 ェ、 侯爵 面して 古 

い 士族 を 忘れん なと 言え。 全体 彼奴 等に 頭 を 下げべ こ 

なよ.， 一 J 

ぺ こと 頼み 廻る なんち ゆうこと は 富 岡の 塾の 名 汚し だ 



ぞ。 乃公に 言えば 乃公から 彼奴 等に 一 本手 紙 をつ けて 

やる のに。 彼奴 等 は 乃公の 言う ことなら 聴かん 理由に 

いかん」 

先ず こんな 調子。 それで 富 岡 先生 は 平気な 顔して 御 

座る。 大津は 間もなく 辞して 玄関に 出る と、 梅 子が 

送って 来た。 大津は 梅 子の 顔 を 横目で 見て、 「また そ 

ほつ つ 

の 内」 とば かり、 すた こらと 門 を 出て 吻と息 を 吐いた _ 

きちがい なお 

「だめ だ！ まだ あの 高慢 狂気が 治らない。 梅 子さん 

こそ 可い 面の 皮 だ、 フン 人 を 馬鹿にして おる」 と 薄暗 

い 田甫道 を迪リ ながら 眩 やいた が 胸の 中 は 余り 穏 で 

なかった。 



暫くす ると 川 向 の 堤の 上 を 二三 人 話しながら 通る 

ものが ある、 川柳の 蔭で 姿 は 能く 見えぬ が、 帽子と 

洋<^ とが 折り 折り 木 間から 隠見す る。 そして 声音で 明 

ら かに 一人 は大津 定ニ郎 一人 は 友人 某、 一人 は 黒 田の 

番頭と いう ことが 解る。 富 岡 老人 も 細 川繁も 思わず 聞 

耳 を 立てた。 三人 は 大声で 笑い 興じながら ちょうど 二 

人の 対岸まで 来た 二人の 此処に 蹲 居んで いる こと は 無 

論 気がつかない。 

「だ つ て 貴様 は 富 岡のお 梅 嬢に 大変 熱心 だ つたと 言い 

ます ぜ」 これ は 黒 田の 番頭の 声で ある。 

うそ がんこお やじ 

「噓 サ、 大嘘 サ、 お 梅さん は 善い にしても あの 頑固 爺 



むこう にら はげやま 

るまで 対岸 を 白眼んで いたが、 次第に 眼 を 遠くの 禿山 

ひめこまつ は 

に 転じた、 姫小松の 生えた 丘 は静に 日光 を 浴びて いる、 

その 鮮やかな 光の 中に も 自然の 風物 は 何処 ともなく 秋 

せき リ よう かなしみ 

の 寂寥 を 帯びて 人の 哀情 を そそる ような 気味が ある。 

背 の 高い 骨格の 逞 ましい 老人 は 凝 然と 眺めて、 折り 折 

リ眼 をし ば だたいて いたが、 i| 時し か 先き の 気勢に も 

似ず さも 力な さそう に 細 川 繁を振 向いて 

「オイ 貴公 この 道具 を 宅まで 運 こんで おくれ、 乃公 は 

帰る から」 

言ぃ捨てて^^って了った。 校長の 細 川 は 取 残されて 

みると 面白く はない が、 それでも 糸 を 垂れて いた、 実 



は 頻リと 考え込んで いたので ある。 暫時す ると これ も 

力なげ に 糸 を 卷き籠 を 水から 上げて 先生の 道具と 一 緒 

に 肩に かけ、 程遠から ぬ 富 岡の 宅まで 行った。 庭先で 

「老 先生 どうかした のか 喃」 と 老僕 倉 蔵が 声 を 潜めて 

問うた。 

r ィャ どうもな さらん」 

「でも 様子が 少し 違う から 私 又 どうかな された かと 思 

うて」 

「先生 今 何 をして おいでる？」 

まくらもと こまか 

「寝て いなさる が 枕頭 に 嬢 様 呼んで 何 か 細 い 声で 話 

をして おいでる ようで 」 



「そうか」 

「まァ 上 つ て晚 まで 遊んで おいでな され ませえ の」 

「晚 にで も 来る！」 

か びく 

細 川 は 自分の 竿 を 担つ いで 籠 を ぶらぶら 下げ、 浮か 

ぬ 顔 をして、 我家へ と 帰った。 この 時が 四時 過ぎで も 

あろう。 家で は 老母が 糸 を 紡いて いた。 

その 夜の 八 時 頃、 ちょうど 富 岡 老人の I 時晚 酌が 済 

と たんぼみ ち 

む 時分に 細 川 校長 は 先生 を訪 うた。 田甫道 をち らちら 

ちょうちん 

する 提燈 の 数が 多 いのは 大津 法学士の 婚礼が あるか 

みち あ 

らで、 校長 も その 席に 招かれた 一人 二人に 途で 逢った。 

たび ごと みん あいさつ 

逢う 度 毎に 皆な 知る 人で あるから 一 一言 三 言の 挨拶 はし 



「そうか …… 」 と 校長 は 嘆息 をして いたが、 

「また 来る」 と 細 川 は 突然 富 岡 を 出て、 その 足で 直ぐ 

村長 を訪 うた。 村長 は 四十 1! 歳と いう 分別盛りの 男で 

村に は 非常な 信用が あり 財産 も あり、 校長 は 何時も こ 

の 人 を 相談 相手に している ので ある。 

「貴公 富 岡 先生が 東京へ 行った 事 を 知ってい るか」 と 

校長 細 川 は 坐に 着く や 着かぬ に 問い かけた。 

「知っている とも、 先刻 倉 蔵が 先生の 手紙 を 持って来 

たが、 不在 中 家の 事を托 むと 書いて あった」 と 村長 は 

夜具から 頭ば かり 出して 話して いる。 大津の 婚礼に 招 

ねかれ たが 風邪をひいて 出る ことが 出来ず、 寝て いた 



む 位な ことだろう ョ」 

「そうかし らん？」 

「そうと も！ それに 先生 は 平常から 高山々々 と讃め 

ちぎって いたから 多分 井下 伯に 言って お 梅 嬢 を 高山に 

押 付ける 積り だろう、 li- ぃサ 高山 もお 梅 嬢なら 兼て 

ねら 

狙って いたの だから」 

「そうかし らん？」 と 細 川の 声は慄 えてい る。 

「そうと も！ それで 大津の 鼻 を あかして やろうと 言 

も う よほど よわつ 

うんだろう、 可い サ、 先生 も 最早 あれで 余程 老衰て 御 

坐る から 早くお 梅 嬢の こと を 決定たら 肩が 安 まって 安 

心して 死ねる だろう から」 



にも.^ る 事が 出来ず、 遂に 官費で 事が 足りる 師範学校 

に 入って 卒業して 小学 教員と なった。 天分に 於て は 決 

して 彼等 二三 子に は、 劣らない が 今では 富 岡 先生 すら 

何とかかん とか 言っても 矢張り 自分よりか 大津ゃ 高山 

まさ さんの し 

を 非常に 優った 者の ように 思つ てお 梅 嬢に 熨斗 を附け 

ようとす る！ 残念な こと だと 彼 は 恋の 失望 の 外の 言 

い 難き 恨 を 呑まなければ ならぬ ことと なった。 

然し 彼 は 資性 篤実で 又 能く 物に 堪え 得る 人物で あつ 

たから、 この 苦悩の 為め に 校長の 職務 を 怠る ような こ 

し いつも 

と は 為ない。 平常の ように 平気の 顔で 五六 人の 教師の 

上に 立ち 数百の 児童 を 導び いていた が、 暗 愁の影 は 



何処と なく 彼に 伴うて いる。 

二 

富 岡 先生が 突然 上京して から 一 週間 目の ことで あつ 

た、 先生 は 梅 子 を 伴うて 帰国って 来た。 校長 細 川 は 「今 

帰国った から 今夜 遊びに 来い」 との 老 先生の 手紙 を 読 

んだ 時には 思わず 四辺 を 見廻 わした。 

自分勝手な 空想 を 描きながら 急いで & つてみ ると、 

村長 は 最早 座に 居て 酒が 初 まっていた。 梅 子 は 例の 如 

く 笑 味 を 含んで 老父の 酌 をして いる。 



だしぬけ たった 

r ャ細 川！ 突如に 出発ので 驚いたろう、 何 急に 東京 

を 娘に 見せた くな つてのう。 十日ば かり も 居る 積 

しゃく さわ 

じ やった が癩 に 触る ことば かりだ つたから 三日 居て 

た つ しま 

出立て 了った。 今 も 話して いると ころ じ やが 東京に 居 

くに みん ろく やつ お 

る 故国の 者 は 皆な だめ だぞ、 碌な 奴 は 一 匹 も 居らん 

ぞ！」 

まるで ま 

校長 は 全然 何の こと だか、 煙に 捲 かれて 了って 言う 

ベ き 言葉が 出ない、 ただ 富 岡 先生と 村長の 顔 を 見比べ 

ている ばかりで ある。 村長 は 怪しげな 微笑 を 口元に 浮 

ベて いる。 

「ェ えま ァ 聞いて くれこう だ、 乃公 は 娘 を 連れて 井下 



ぶんきち く に 

聞吉の 所へ も 江 藤 三輔の 所へ も 行った、 ェぇ、 故国 か 

ら わざわざ 乃公が 久しぶりに 娘まで 連れて行 つたの だ 

から 何とか 物の 言い方 も 有ろう じ ゃァ、 それ を 何 だ！ 

侯爵 顔 や 伯爵 顔 を 遠慮なく さらけ出して その 

慠慢 無：；^ な 風たら 無かった。 乃公 も グイと 癩に 触った 

もど 

から 半時 も 居らんで ずんずん 宿へ 帰って やった」 と 一 

杯 一 呼吸に 飲み干して 校長に 差し、 

「それ も 彼奴 等の 癖 だから まァ 可え わ、 辛 棒 出来ん の 

き やつら ま る 

は 高山 や 長 谷川の 奴ら の 様子 だ、 オイ 細 川、 彼等 全然 

で だめ だぞ、 大津と 同じ こと だぞ、 生意気で 猪 小才で 

高慢な 顔 をして、 小官 吏に なれば ああ も 増長され る も 



方 を 見た が 梅 子 嬢 ほどの 癖の ない、 すらりと した、 す 

なおなる 女 を 見た こと はない。 女子の 特質と も 言う ベ 

き 柔和な 穏やかな 何処まで も 優し い と ， j ろ を 梅 子 嬢 は 

十二分に 有て おられる。 これに は 貴所 も 御 同感と 信ず 

る。 もし 梅 子 嬢の 欠点 を 言えば 剛 という 分子が 少ない 

事であろう、 しかし 完全無欠の 人間 を 求める の は 求め 

る 方が 愚で ある、 女子と して は 梅 子 嬢の 如き 寧ろ 完全 

に 近いと 言って 宜しい、 或は 剛の 分子の 少ない とこ 

ろが 却 て 梅 子 嬢の 品性に 一 段の 奥ゆかし さ を 加えて 

おる のかと も 自分 は 思う。 自分 は 決して 浮きた る 心で 

なく 真面目に この 少女 を 敬慕して おる、 何卒 か 貴所 も 



「馬鹿者！ 貴様まで 大 馬鹿にな つた か？ 何が 可 笑 

しいの だ、 大 馬鹿者！」 

と 例の 大声で 罵る のが 手に 取る ように 聞え た。 村 

長 は 驚いて 誰が 叱 瞎られ るの かと そのまま 足 を 停めて 

聞 耳を聳 てて いると、 内から 老僕 倉 蔵が そっと 出て 来 

た。 

「オイ 倉 蔵、 誰 だな 今 怒鳴られて いるの は？」 村長 は 

私語いた。 倉 蔵 は 手 を 以て これ を 止めて、 村長の 耳の 

傍に 口をつけて、 

「お 嬢 様が 叱 1- られ ている の だ」 

さん みは はず 

「エツお 梅 嬢が sc:」 と 村長 は 眼 を 開 瞳った。 その 害で、 



とこで 御座り ますよ」 さも 情なそう に 言って、 

「あの 様子で は 最早 先が 永く は 有ります めえ、 不吉な 

しば だ 

こと を 言うよう じ やが …… 」 と 倉 蔵 は 眼 を 瞬 /レ/ 

この 時老 先生の 声で 

「倉 蔵！ 倉 蔵！」 と 呼ぶ 声が 座敷の 縁先でした。 倉 

蔵 は 言葉 を 早めて、 益々 小さな 声で 

「然し 晚 になる と 大概 校長さん が 来ます から その 時 だ 

いくら きげん え いくら 

け は 幾 干 か 気 嫌が 宜 えだが 校長さん も 感心に 如何なん 

おとなし ゆ 

と言われても 逆から わないで 温和 うして いる もんだ 

から 何時か 老 先生 も 少し は 機嫌が 可くなる だ …… 」 

「倉 蔵！ 倉 蔵 は 居らん か！」 と 又も 老 先生の 太い 声 



こうむ 

なって いる。 先生 はこの 頃に なって 酒 を 被る こと 

ますます はな は 

益々 甚だ しく 倉 蔵 の 言 つた 通り その 言語が 益 々 荒ら 

きげん いよいよ むず こと 

荒らしく その 機嫌が 愈々 難 かしくな つて 来た。 殊に 変 

ふるま い 

わった の は 梅 子に 対する 挙動で、 時に よると 「馬鹿者！ 

しま きさま あ おれ 

死んで 了え、 貴様の 在る お蔭で 乃公 は 死ぬ こと も 出来 

ん わ！」 とまで 怒鳴る ことがある。 然し 梅 子 は 能く こ 

れに 堪えて 愈々 従順に 介抱して いた。 其処で 倉 蔵が 

あんた ご わ 

「お 嬢 様、 マァ貴 嬢の ような 人 は 御座り ま せんぞ、 神 

様の ような 人と は 貴 嬢の ことで 御座ります ぞ、 感心 だ 

なァ …… 」 と老の 眼に 涙 を ぼろぼろ こぼす ことがある。 

こんな 風で ll 時し か 秋の 半と なった。 細 川繁は 



めた 拳の 上に 熱涙が はら はらと 落ちた。 侯爵 伯爵 を 

罵る 口から 能く も そんな 言葉が 出る、 矢 張 人物より 

も 人爵の 方が 先生に は 難 有い のだろう、 見下げ果てた 

方 だと ロを衝 いて 出ようと する 一 語 を 彼 はじつ と 泳え 

ている。 この 先生の 言と して は怪 むに 足らない、 もし 

理窟 を 言 つ て 対抗す る 積り なら 初めから - J の 家に 出入 

を しないの である。 と 彼 は 思い返した。 

「ェ、 それとも どうしても 娘が 欲しい と言うの か、 コ 

ラ！」 

校長 は 一 語 を 発しない。 

は つ きリ 

「判然と 言え！ どうしても 欲しい と言うの か、 男ら 



もし 富 岡 先生に 罵 しられた ばかりなら 彼 は 何とかし 

て 思 切る ほうに 悶 いたであろう、 その 煩悶 も 苦痛に は 

相違ない が、 これ 戦 である、 彼の 意力 は克 くこの 悩 

に 堪えた であろう。 

しか みず か まどい 

然し 今の 彼の 苦悩 は 自 ら 解く 事の 出来な い 惑で あ 

る、 「何故 梅 子 は あの 晚 泣いて いたろう。 自分が 先生 

かおつき 

に 呼ばれて その 居間に 入る 時、 梅 子 は 何故 あんな 相貌 

をして 涙 を 流して 自分 を 見たろう。 自分が 先生に 向 

のぞみ 

て 自分の 希望 を 明言した 時に 梅 子 は 隣室で 聞いて いた 

のぞみ いな 

に違いない、 もし 自分の 希望 を 全く 否む 心なら 自分が 

帰る 時 あんなに 自分 を 慰める I 舌 はない …… 」 



て も可哀 そうでなん ねえ、 ほんと に 嬢さん は可哀 そう 

41; き た ?d. な， f 

だ …… 」 と 涙に もろい 倉 蔵 は 傍 を 向いて 田甫の 方を眺 

め 最早 眼 をし ば だたいて いる。 

「困った もの だナ、 先生 は 相 変らず 暄 ましく 言う か 

ね？」 

「ナニ この頃 は老 先生 も 何だか 床の 中で 半分 眠って ば 

かり 居て 余 リロ を 用 かねえ だ」 

「妙 だね え」 と 細 川 は 首をかしげた。 

「これまで 煩ら つたこと が 有ても 今度の ように 元気の 

ね やつば しるし 

ない こと は 無え が、 矢張り 長くない 証で あるら しい」 

まゆ ひそ 

「そうか も 知れん！」 と 細 川 は 眉 を 顰めた。 



「それに 何だか 我が 折れて 愚に 還った ような 風 も 見え 

る だ。 それ を 見る と 私 も 気の毒で ならん、 暄 まし 人 は 

や つ ぱリ え 

矢張暄 しゅうし ていて くれる 方が 可え と 思いな され」 

「今夜 見舞に 行って みょう かしらん」 

「是非 来な さるが 可え、 関う もんか！」 

しばら 

「うん …… 」 と 細 川 は 暫時く 考えて いたが、 「お 梅さん 

に 宜しく 言つ ておくれ」 

「かしこまりました、 是非 今夜 来な さるが 可え」 

細 川 は 軽く 点頭き、 二人 は 分れた。 いろいろと 考え、 

いろいろ もが と -っ 

種々 に悶 いてみ たが 校長 は 遂に その 夜 富 岡 を 訪問 こと 

が 出来なかった。 



それから 三日 目の 夕暮、 倉 蔵が 真面目な 顔 をして 校 

長の 宅へ 来て、 梅 子からの 手紙 を 細 川の 手に 渡した、 

びっくり まる 

細 川が 喫驚して 目 を 円く して 倉 蔵の 顔 を 見て いるう ち 

あいさつし しま 

に 彼 は 挨拶 も 為ないで 帰って 了った。 

梅 子からの 手紙！ 細 川繁の 手は慄 るえ た。 無理 も 

ない、 曾て 例の ない こと、 又 有り得べ からざる こと、 

わかもの 

細 川に 限らず、 梅 子 を 知れる 青年の 何人も 想像す る こ 

との 出来ない ことで ある！ 

封 を 切て 読み下す と、 頗る 短い 文で、 ただ 父に 代つ 

てこの 手紙 を 書く。 今夜 直ぐ 来て 貰いたい 是非と の ザ J 

とで ある、 何 か 父から 急に お話したい ことがあ るそう 



だとの 意味。 

細 川 は 直ぐ 飛んで & つた。 「呼びに やる まで 来る 

な！」 との 老 先生の 先夜の 言葉 を 今更の ように 怪し ゆ 

みちみち いちごん いくたび 

う 思って、 彼 は途々 この 一 言 を 胸に 幾度 か 繰返した、 

そして 一 念 端な くも その 夜の 先生の 怒 罵に 触れる と 急 

すく 

に 足が 縮む よう 思った。 

然し 「呼びに 来た」 ので ある。 不思議の 力 ありて 彼 

あと お たち ま 

を 前より 招き 後より 推し 忽ち 彼 を 走らし めつ、 彼 は 

躊躇う ことなく 門 を 入 つ た。 

居間に 通って 見る と、 村長が 来て いる。 先生 は 床に 

ふとん よっかか 

起 直って 布団に 倚掛 つてい る。 梅 子 も 座に 着いて いる、 



ようす ふだん 

一 見 一 座の 光景が 平常と 違って いる。 真面目で、 沈ん 

で、 のみならず 何処かに 悲哀の 色が 動いて いる。 

いんぎん 

校長 は 慇憝に 一 座に 礼 をして、 さて あらためて 富 岡 

老人に 向い、 

レカカ 

「御 病気 は 如何で 御座いま すか」 

「どうも 今度の 病気 は 爽快 せん」 という 声 さえ 衰えて 

沈んで いる。 

「御大 事に なされません と …… 」 

わし も う いとまごい 

r ィャ私 も 最早 今度 はお 暇 乞 じ やろう」 

え み 

「そんな こと は！」 と 細 川 は 慰 さめる 積り で 微笑 を 含 

んだ。 しかし 老人 は 真面目で 



この 老人の 心中に 戦か つ てお るとの お 言葉が 有った、 

実に その 通りで 拙者 も 左様 思って いた、 然るにち よう 

いわ ゆ 

ど 御手 紙 を 頂いた 時分 以来 は、 所謂る 富 岡 先生の 暴力 

ますます かおだし 

益々 つのり、 二六時中 富 岡 氏の 顔 出す る 時 は 全く 無 

よろ - つち 

かった と 言って 宜しい 位、 恐らく 夢の 中に も 富 岡 先生 

あば 

は 荒れ 廻って いただろうと 思われる。 

これに は 理由が あるので、 この 秋の 初に 富 岡 老人の 

突然 上京せられ たるの は 全く 梅 子 嬢 を 貴所に 貰わす 目 

算 であった らしい、 拙者 はそう 鑑定して いる、 ところ 

が 富 岡 先生に は 「東京」 が 何より 禁物な ので、 東京に 

ゆけば 是非、 江 藤 侯 井下 伯 その他 故郷の 先輩の 堂々 た 



る 有様 を 見聞せ ぬわけ に はいかぬ、 富 岡 先生に 取って 

すな わ がんこ げんいん たち ま 

はこれ 則ち 不平、 頑固、 偏屈の 源 因で あるから、 忽 

あて あなた ふるまい 

ち 青筋 を 立てて 了って、 的に していた 貴所の 挙動 すら 

も 疳癩の 種と なり、 遂に 自分で 立てた 目的 を 自分で 

打 壊して 帰国って 了 われた ものと 拙者 は 信ずる、 然 

るに 帰国って 考えて みると 梅 子 嬢の 為め に 老人の 描い 

ぼと くう 

ていた 希望 は 殆んど 空に なって 了った。 先生 何が 何 や 

ら 解ら なくなって 了った。 其 所で 疳は 益々 起る、 自暴 

まこと 

に はなる、 酒量 は 急に 増す、 気 は 益々 狂う、 真に 言う 

も 気の毒な 浅ましい 有様と なられた ので ある、 と 拙者 

は lljn ずる。 



さくせ き と > 一 よし 

然るに 昨夕の こと 富 岡 老人 近頃 病床に ある 由 を 聞い 

たから 見舞に 出かけた、 もし 機会が 可かったら 貴所の 

一条 を 持 出す 積り で。 老人 はなる ほど 床に 就いて いた 

しばら あわ すっかり 

が、 意外な の は 暫時く 会ぬ 中に 全然 元気が 衰えた こと 

である、 元気が 衰えた と 云うよ りか 殆ど 我が 折れて 

了って 貴所の 所謂る 富 岡 氏、 極く 世間 並の 物の 能く 

通暁た 老人に 為って 了った ことで ある、 更に 意外な の 

は 拙者の 訪問 を ひどく 喜 こんで 実は 招び にやろうかと 

思って いたと ころ だとの ことで ある。 それから 段々 話 

している うちに 老人 は 死後の ことに 就き 色々 と 拙者に 

いたく 

依 托せられた、 その 様子が 死期の 遠から ぬ を 知って お 



貴所から も 無論 老 先生 及 細 川に 向て 祝詞 を 送らる る 

ァ J とと 信ずる。 

六 

婚礼 も 目出度く 済んだ。 i 舎 は 秋晴 拭う が 如く、 校 

あね さま かぶり 

長 細 川繁の 庭で は 姉 様 冠 の 花嫁 中腰に な つ て 張 物 を 

している。 

さて 富 岡 先生 は 十一 月の 末 終に この 世 を 辞して 何 国 

は 名物 男 一 人 を 失な つた。 東京の 大 新聞 二三 種に 黒枠 

しんせき 

一 一十 行ば かりの 大きな 広告が 出て 門人 高山 文輔、 親戚 



細 川繁、 友人 野 上 子爵 等の 名が ずらり 並んだ。 

同国の 者 はこの 広告 を 見て 「先生 到頭 死んだ か」 と 

直ぐ 点頭いた が 新聞 を 見る 多数 は、 何人 なれば かく も 

大きな 広告 を 出す のかと 怪む もの も あり、 全く 気の つ 

かぬ 者 も あり。 

然し この 広告が 富 岡 先生の この 世に 放った 最後の 

,1 喝で 不平 満腹の 先生が せめても の 遣悶 を 知人に 

由って 洩らされ たので ある。 心 ある 同国人の 二三 はこ 

れを 見て 泣いた。 
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